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WHAグループのCEOが
2020年のタイ経済をけん引する産業について講演
WHAグループのCEOが
2020年のタイ経済をけん引する産業について講演

経済記者協会が先日開催した「ターゲット産業を通じた
2020 年の経済成長のけん引」と題するセミナーでWHAコー
ポレーション株式会社のジャリーポーン・ジャルコーンサクン
会長兼グループ CEO がゲストスピーカーの1人として講演を
行いました。同氏は米中貿易摩擦がタイ企業に及ぼす影響に
ついて自らの見解を述べ、タイへの移転を検討している企業
から新たな投資を引き付ける方法について論じました。セミ
ナー参加者は過去数年における物流および E コマース業界の
驚異的な成長と、タイが ASEAN のビジネスハブになる上で
これらの産業がどのように役立つかに関する同氏の洞察溢れ
る講演に聞き入りました。

日本の大手水産加工会社、（株）飛鳥フーズの子会社である飛鳥
ベトナム・ゲアン株式会社は先日ベトナムにあるWHAインダスト
リアルゾーン1 - ゲアンで同社初の海外工場の起工式を開催しま
した。新鮮な水産物の加工分野で27年にわたる経験を持つ同社
は最新の技術を用いて高級日本食向けの水産加工品を生産し、
ベトナムと東南アジア地域の広範な顧客に供給します。

タイ不動産協会の代表団が 
EECにあるWHAグループの工業団地を訪問
タイ不動産協会の代表団が 
EECにあるWHAグループの工業団地を訪問

タイ不動産協会の代表団がWHAチョンブリ工業団地2（WHA CIE 2）を
訪れ、WHAコーポレーション株式会社のシヤパス・チャンタチャイロート
法人マーケティング部長（中央）による温かい歓迎を受けました。一行は
EECにあるWHAグループの世界水準の工業団地で入居企業に提供され
ている完全に統合されたサービスとソリューションに関するプレゼンテー
ションを受けました。

WHAグループが「廃棄物発電」による
クリーンエネルギーに関する
インベスタークラブ・セミナーを開催

WHAグループが「廃棄物発電」による
クリーンエネルギーに関する
インベスタークラブ・セミナーを開催

WHAグループは先日チョンブリにあるパッタナ・ゴルフ＆スポーツ
リゾートにおいて「廃棄物発電」をテーマとしたインベスタークラ
ブ・セミナーを開催しました。このセミナーは廃棄物発電ソリューシ
ョンの利点を参加者に紹介することを目的としたもので、チョンブ
リ・クリーン・エナジー社（CCE）のニール・アンドリュー・アレン・ジェ
ネラルマネージャー（左から2人目）が新たに稼働開始したCCEの
施設の概要説明を行いました。WHAチョンブリ工業団地1（WHA 
CIE 1）にあるこの施設は無害産業廃棄物を電力に変換するもの
で、発電容量は8.63MWです。また、ウェイスト・マネージメント・サイアム社（WMS）のいとう・ひろゆきビジネス開発部長（右から2
人目）が廃棄物の回収、処理および廃棄に関する講演を行いました。WMSはCCEとの間で年間約10万トンの無害産業廃棄物を
供給する契約を締結しています。この有益なセミナーにはWHA工業団地の入居企業関係者130名が参加し、環境に優しい廃棄物
管理方法の詳細について学びました。

マハサラカム経営学大学院の学生が
WHAの最先端の工業団地を見学
マハサラカム経営学大学院の学生が
WHAの最先端の工業団地を見学

自動車部品メーカー向けのミャンマー投資セミナーが 
イースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）で開催される
自動車部品メーカー向けのミャンマー投資セミナーが 
イースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）で開催される

自動車部品メーカー向けの初めてのミャンマー投資セミナー
が先日イースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）のWHA研
修センターで開催されました。このイベントはミャンマーの投
資企業管理局（DICA）と国際協力機構（JICA）が共催し、
WHAインダストリアル・ディベロップメント社が協力して実現
したものです。このセミナーの目的はミャンマーの最新の自動
車関連政策に即して、ミャンマーが自動車産業を支援する態
勢が整っていることを周知させ、海外から投資を呼び込むこと
でした。セミナーではDICAの代表者がミャンマーにおける投
資環境の概要に関するプレゼンテーションを行い、潜在的な
投資家にとって有意義なイベントとなりました。
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WHAグループIndustrial Development

ジャリーポーン・ジャルコーンサクン会長兼グループ CEO は先日
バンコク大学（BU）同窓会が開催したホームカミング祝賀会で
2020 年度バンコク大学同窓生賞を受賞しました。ジャリーポーン
会長兼グループ CEO はタイの工業部門の発展促進と持続可能な
コミュニティ・プロジェクトの実施で主要な役割を果たしたことが
評価され、受賞の栄誉に輝きました。この賞は社会において傑出
した功績を挙げた卒業生に贈られるものです。

WHAグループ会長が
バンコク大学同窓生賞を受賞
WHAグループ会長が
バンコク大学同窓生賞を受賞

　ウォッシュレットの開発元として有名な日本の衛生陶器大手メーカー、
TOTO（タイランド）株式会社は先日タイの第 3工場の開所式を開催しました。
新工場は WHA サラブリ・インダストリアル・ランド（WHA SIL）に位置し
ており、最先端のテクノロジーを用いてハイテク温水洗浄便座、ウォッシュ
レットの生産を拡大し、世界中で高まりつつある需要に応えます。

　日系の大手化学メーカーである Iharanikkei Chemical (Thailand) 株式会社
は先日 WHA イースタン工業団地（マプタプット）（WHA EIE）で新工場の
起工式を開催しました。この EEC 内の新工場は環境的に持続可能な生産シス
テムを備え、同社は様々な業界で使用される最高品質の化学製品に対して高
まりつつある需要に応えることが可能になります。 
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　CCE の開業記念式典に出席したスラポーン・ダナイタントラクーン副エネルギー相（中央右
側）、チョンブリ・クリーン・エナジー（CCE）のジャリーポーン・ジャルコーンサクン取締
役会会長（中央左側）、Jacques Lapouge 駐タイ・フランス大使閣下（右から3人目）、スエズ・
アジア社の Antoine Grange 再使用・回収部門 CEO（右から 2人目）、グロウ・グループの
パジョンウィット・ポンシワパイCEO（左から2人目）、CCEのPhil ippe Poteaux プロジェ
クトマネージャー（右端）およびシラチャ区のニティ・ウィワットワニット区長（左から3人目）。

飛鳥ベトナム・ゲアン社が起工式を開催
WHAインダストリアルゾーン1 ‒ ゲアンで
飛鳥ベトナム・ゲアン社が起工式を開催
WHAインダストリアルゾーン1 ‒ ゲアンで

タイは家族を大切にする価値観を誇りとする国
で、この価値観は文化に深く根差しています。
タイの子供たちは幼いときから年長者を敬い、
力を尽くしてお年寄りの面倒を見るよう教えら
れます。しかし、社会の変化に伴って家族がお
年寄りの面倒を見ることができなくなり、最終
的にお年寄りが一人暮らしを余儀なくされるこ
とも少なくありません。これは孤独と寂しさを
もたらし、身体的なニーズや情緒的なニーズも満たされなくなるため、多くの高齢者にとって不幸な状況です。
WHA グループはすでに多年にわたってお年寄りの日常生活の改善に努力し、お年寄りが抱える苦しい立場の解消に取り組んで
きました。これまでにWHAは遠隔地の村落に医療チームを派遣し、無料の眼科検診、住民の健康状態のモニタリング、献血、
予防接種を実施しました。今年はお年寄りの自宅を訪問して米、缶詰食品、車椅子、衣類、救急医療用品などを贈る活動を
重点的に行います。 
WHA コーポレーション株式会社のシヤパス・チャンタチャイロート法人マーケティング部長に率いられた WHA CSR チーム
は先日ラヨーン県のタシットにある村落に赴き、劣悪な条件で一人暮らしをしている高齢者を訪問しました。この訪問にはタシッ
ト区自治体（SAO）のブーンルー・ピムポー最高責任者と SAO 職員も同行しました。ボランティアのメンバーは時間をかけて
高齢者の状態を確認し、健康と衛生に関する基本的な事柄について説明して老人たちを元気付けました。また、大人用おむつ
やケアパッケージなどの日用品の配布も行いました。
シヤパス法人マーケティング部長は次のように述べています。「低所得地域に住む高齢者を訪問する場合は健康や衛生に対す
る意識を高めることも1 つの目標になります。訪問には医師チームも同行して高齢者の健康状態を調べ、十分な栄養と定期的
な運動の重要性について説明を行います。私たちは毎年より多くの高齢者を訪問し、より多くの人々が長い間健康で暮らせるよ
うにしたいと願っています。」
WHA はこれまでにタイ赤十字社やその他の地方公共団体など複数の機関と協力して高齢者向けのヘルスケア活動を行ってき
ました。また、当社はパートナーシップを通じていくつかの村落で心臓の検診などの専門的な健康相談も実施してきました。
シヤパス法人マーケティング部長は次のように語っています。「お年寄りへの敬愛は私たちがコミュニティーを共有して互いにい
たわり合う方法です。多くのボランティアの方がこの心温まる体験に参加
し、これらのコミュニティーで大勢の高齢者が置かれている状況に気付
くことができました。私たちは今後さらに思いやりと真心を広げるために、
お年寄りを支える活動を活発に実施していきたいと考えています。」
高齢化はタイの社会が直面している最大の問題の 1 つです。近年は出生
率が低下する一方で、老齢人口は増加の一途をたどっています。WHA
は社会に貢献して社会を守るために、高齢者を支援する政府の取り組み
と歩調を合わせて予防医療、疾病管理およびその他の福祉に関連する
教育を普及させ、地域住民との間で緊密な関係を築いていきます。

CSR

WHA コーポレーション株式会社のシヤパス・
チャンタチャイロート法人マーケティング部長
（左から 5 人目）は先日開催された慈善イベン
ト、「スピリット・オブ・プルアックデーン・ハー
フマラソン」で WHA グループを代表して 21
万 380 バーツの寄付金をプルアックデーン病
院に贈呈しました。この寄付金は先日の
「WHA インベスターズクラブ会議＆チャリ
ティーゴルフ 2019」の際に集められた募金に
WHA グループからの同額の募金を加えたもの
で、地域住民の医療を改善するために必要な
医療機器と医療用品の購入に充てられます。

WHAグループがプルアックデーン病院に医療機器を寄贈WHAグループがプルアックデーン病院に医療機器を寄贈

教育省主催の第 69 回全国学生美術工芸コンテスト（小学校1～ 6
年生、身体的障害のある学生部門）でチャニダ・プーチャートサイ
さんが最優秀賞を受賞し、WHA コーポレーション株式会社のシヤ
パス・チャンタチャイロート法人マーケティング部長（右側の写真、
左から2人目）による祝福を受けました。
チャニダさんは2年前にWHAグループが開催した若者向けのコミュ
ニティ・プロジェクト、「アートキャンプ・アット・ホームタウン」に
参加しました。そして今年、教育省が開催した第 69 回全国学生美
術工芸コンテストにバーン・カオ・ヒン学校およびチョンブリ県の代
表として参加し、最優秀賞を獲得しました。このコンテストにはタイ全国 59 県を代表する学生が参加し、チャニダさんは最
終選考に残った他の学生たちを打ち負かしました。美術に対するチャニダさんの情熱は幼い頃から培われたものです。父親
の仕事を手伝っているとき以外はスケッチしたり絵を描いたりするのが好きで、様々な色や形、形式を試し始めました。余暇
のほとんどは芸術的スキルを高め、自己表現の方法を発見することに費やしました。
今年の全国美術コンテストは「1つの国家、多数の文化」がテーマだったことから、チャニダさんは国王陛下を中心に置いて
作品を構成しました。チャニダさんは次のように語っています。「私は国王に関するタイの伝統と地域活動を描くことで、私た
ちの生活の仕方が様々に異なっていても1つにまとまって生きられることを示すことにしました。」
「アートキャンプ・アット・ホームタウン」は WHA グループの子会社である WHA インダストリアル・ディベロップメント社
が 2009 年に開始した活動で、美術に関する学生の関心を深め、学生の創造性を生産的な形で生かすことに重点が置かれ
ています。タイの東部経済回廊（EEC）に住む人々の生活の質を高めることはWHAグループの最優先課題の1つです。
WHA コーポレーション株式会社のシヤパス・チャンタチャイロート法人マーケティング部長は次のように述べています。「私
たちは WHA グループの『2017 年度アートキャンプ・アット・ホームタウン』の参加者であるチャニダさんが教育省主催の
今年の全国コンテストで最優秀賞を獲得したことを非常に誇りに思い、うれしく感じております。チャニダさんの受賞は若い

WHAグループが第69回全国学生美術工芸コンテストの 
身体的障害のある学生部門優勝者を祝福
WHAグループが第69回全国学生美術工芸コンテストの 
身体的障害のある学生部門優勝者を祝福

る
水
と
廃
棄
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の
管
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リ
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シ
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を
提
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し
ま
す
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持
ち
株
会
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は
C
C
E
の
取
締
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会
会
長
と
W
H
A
グ
ル
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プ
の

C
E
O
を
務
め
る
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・

ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
、

W
H
A
U
P
の
ウ
ィ
サ
ー
ト
・
チ
ュ
ン

ワ
タ
ナ
C
E
O
、
グ
ロ
ウ
・
グ
ル
ー
プ

の
パ
ジ
ョ
ン
ウ
ィ
ッ
ト
・
ポ
ン
シ
ワ
パ

イ
C
E
O
、
お
よ
び
ス
エ
ズ
・
ア
ジ
ア

社
のA

ntoine G
rang

e
再
使
用
・

回
収
部
門
C
E
O
が
代
表
を
務
め
て
い

ま
す
。

　

C
C
E
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
合
計
投
資

額
は
約
18
億
バ
ー
ツ
（
5,
9
3
0
万
米

ド
ル
）
で
す
。
信
頼
性
、
持
続
可
能
性
、

安
定
性
お
よ
び
環
境
保
護
に
関
し
て
最

も
高
度
な
技
術
を
備
え
た
C
C
E
は
欧

州
連
合
（
E
U
）
の
新
排
ガ
ス
規
制
に

東
南
ア
ジ
ア
で
初
め
て
適
合
す
る
産
業

廃
棄
物
発
電
施
設
で
す
。
一
日
に

4
0
0
ト
ン
を
超
え
る
産
業
廃
棄
物
、

年
間
で
は
約
10
万
ト
ン
の
廃
棄
物
を
電

力
に
変
換
で
き
ま
す
。
同
施
設
の
発
電

容
量
は
8
・
6
3
M
W
で
、
そ
の
う
ち

6
・
9
0
M
W
は
2
0
年
間
の
売
電
契

約
（
P
P
A
）
に
よ
り
地
方
電
力
公
社

（
P
E
A
）
に
売
電
さ
れ
ま
す
。 

　

C
C
E
は
タ
イ
の
廃
棄
物
回
収
、
処

理
お
よ
び
廃
棄
大
手
の
ウ
ェ
イ
ス
ト
・

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
サ
イ
ア
ム
社

（
W
M
S
）
と
の
間
で
廃
棄
物
供
給
契
約

を
締
結
し
て
い
ま
す
。
こ
の
契
約
に
基

づ
き
、
W
M
S
は
チ
ョ
ン
ブ
リ
に
あ
る

W
H
A
工
業
団
地
と
そ
の
周
辺
地
域
で

回
収
し
た
産
業
廃
棄
物
を
年
間
約
10
万

ト
ン
供
給
し
ま
す
。
こ
の
施
設
で
は
安

全
で
環
境
的
に
持
続
可
能
な
廃
棄
物
焼

却
技
術
と
高
水
準
の
大
気
放
出
管
理
シ

ス
テ
ム
を
利
用
す
る
た
め
、
工
業
生
産

活
動
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃
棄
物
を
超
高

温
ス
チ
ー
ム
に
変
換
し
、
こ
の
ス
チ
ー

ム
で
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て
発
電
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

計
画
と
建
設
作
業
に
2
年
間
を
費
や

し
、
7
月
か
ら
P
E
A
と
の
接
続
に
必

要
な
試
験
を
実
施
し
た
後
で
、
C
C
E

は
P
P
A
に
定
め
ら
れ
た
商
業
運
転
開

始
予
定
日
で
あ
る
2
0
1
9
年
12
月
31

日
よ
り
約
2
か
月
早
い
11
月
7
日
に
商

業
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

C
C
E
の
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ

ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン
取
締
役
会
会
長
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
E
E
C
の

中
心
部
に
位
置
す
る
C
C
E
発
電
プ
ラ

ン
ト
は
タ
イ
の
工
業
界
に
恩
恵
を
も
た

ら
す
と
と
も
に
、
化
石
燃
料
へ
の
タ
イ

の
依
存
度
を
引
き
下
げ
、
持
続
可
能
な

産
業
廃
棄
物
管
理
に
基
づ
い
て
循
環
経

済
を
発
展
さ
せ
る
と
い
う
政
府
の
政
策

を
支
え
ま
す
。
私
た
ち
は
共
同
株
主
と

パ
ー
ト
ナ
ー
の
皆
様
と
共
に
、
当
社
が

産
業
廃
棄
物
か
ら
ク
リ
ー
ン
で
害
毒
の

な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

子
供
た
ち
の
た
め
に
環
境
を
保
護
し
ま

す
。」 

　

W
H
A
チ
ョ
ン
ブ
リ
工
業
団
地
1

（
W
H
A 

C
I
E 

1
）
は
3,
4
8
2
ラ

イ
（
1,
3
9
3
エ
ー
カ
ー
/
5
5
7
ヘ

ク
タ
ー
ル
）
の
敷
地
面
積
を
占
め
ま
す
。

ま
た
、
レ
ム
チ
ャ
バ
ン
深
海
港
か
ら
19

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
シ
ラ
チ
ャ
市
街
か
ら

22
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
戦
略
的
な
立

地
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

W
H
A 

C
I
E 

1
に
は
1
1
5
社
を
超

え
る
企
業
が
入
居
し
て
お
り
、
契
約
件

数
は
1
6
0
件
、
総
投
資
額
は
28
億
米

ド
ル
に
及
び
ま
す
。
E
E
C
の
工
業
奨

励
ゾ
ー
ン
の
1
つ
で
あ
る
W
H
A 

C
I
E 

1
の
専
門
分
野
は
次
世
代
自
動

車
、
航
空
と
物
流
、
デ
ジ
タ
ル
な
ど
広

範
な
業
種
を
網
羅
し
て
い
ま
す
。

　
W
H
A
チ
ョ
ン
ブ
リ
工
業
団
地
1
（
W
H
A 

C
I
E 

1
）
に
あ
る
チ
ョ
ン
ブ
リ
・

ク
リ
ー
ン
・
エ
ナ
ジ
ー
社
（
C
C
E
）
は
廃
棄
物
発
電
プ
ラ
ン
ト
の
開
業
式
を
開
催

し
ま
し
た
。
同
プ
ラ
ン
ト
は
8
・
63
M
W
の
発
電
容
量
を
備
え
、
一
日
に
4
0
0
ト

ン
以
上
、
年
間
約
10
万
ト
ン
の
無
害
産
業
廃
棄
物
を
電
力
に
変
換
し
ま
す
。

提
供
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を

改
善
す
る
こ
と
で
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
」

戦
略
の
一
端
を
担
っ
て
お
り
、
投
資
家

に
と
っ
て
障
害
と
な
る
可
能
性
の
あ
る

要
因
を
一
掃
す
べ
く
努
め
て
い
ま
す
。

　

タ
イ
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
し
や
す
さ
指
数

が
上
が
っ
た
こ
と
は
す
べ
て
の
部
門
が

よ
り
効
率
的
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提

供
し
、
タ
イ
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
を
改
善

す
べ
く
努
力
し
て
い
る
こ
と
の
証
で
す
。

こ
の
集
団
的
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て

様
々
な
産
業
分
野
に
わ
た
る
円
滑
な
ビ

ジ
ネ
ス
運
営
が
可
能
に
な
り
、
長
期
的

に
は
タ
イ
の
競
争
力
の
強
化
に
役
立
ち

ま
す
。 

マハサラカム大学のマハサラカム経営学大学院の学生と教授一行が
先日、東部経済回廊（EEC）を訪問し、WHAコーポレーション株式
会社のシヤパス・チャンタチャイロート法人マーケティング部長によ
る温かい歓迎を受けました。総勢80名の一行はWHAイースタン・シ
ーボード工業団地1（ESIE 1）とイースタン・シーボード工業団地（ラ
ヨーン）を訪れ、様々な業界を網羅するWHAの顧客企業に提供され
ている国際的なビジネス運営と世界水準の施設を見学しました。この有益な見学ツアーは現実世界の状況を通じた実践的な学
習の機会を学生に与えるという同大学院の目的に沿ったものです。

WHAが移動医療チームを派遣して
高齢者の生活改善を支援
WHAが移動医療チームを派遣して
高齢者の生活改善を支援

学生たちが創造的な能力を積極的に伸ばして自己を表現する方法を発見する上で弊社のインタラクティブなアートキャンプ活
動が役立つことを示しています。」
WHAグループの一員であるWHAインダストリアル・ディベロップメント社は 30 年以上にわたって近隣の地域社会のために
企業の社会的責任プログラムを実施してきました。当グループは自社の工業団地周辺に位置する学校を支援して学生たちが美
術を愛する心を育めるようにするために数多くの活動を行っています。地域の学校と協力して実施される一連のアートキャン
プ活動を通じ、WHA は子供たちの想像力を伸ばし、芸術的スキルを磨いて様々な形のコミュニケーションを促進するために
力を尽くします。2019年には美術を通じて生活に触れるための取り組みとして学生と教師双方を対象とした3つの異なるアー
トキャンプを実施しました。これまでに弊社の「アートキャンプ・アット・ホームタウン」プロジェクトに参加した学生の数は
6,800 名にのぼります。

CSR

チャニダ・プーチャートサイさん（12歳）はWHAグループの「アート
キャンプ・アット・ホームタウン」の参加者の1人でした
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TOTO（タイランド）社の新たなウォッシュレット工場が稼働開始 
WHAサラブリ・インダストリアルランドで

Iharanikkei Chemical (Thailand) 社が 
WHAイースタン工業団地（マプタプット）で新工場の起工式を開催



Director
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Director
浅井 俊雅氏

Director
森田 啓介氏

Director
浅井 俊雅氏

Spiber (Thailand) Ltd.
人工構造タンパク質の生産

WHA GROUPで更なる飛躍を目指す企業
　

ス
パ
イ
バ
ー
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
は
２
０
１
８

年
1 1
月
設
立
の
タ
イ
法
人
。
山
形
県
鶴
岡
市
に

本
社
を
置
く
「
ス
パ
イ
バ
ー
株
式
会
社
」
が
出

資
母
体
で
す
。
同
じ
鶴
岡
市
に
あ
る
慶
應
義
塾

大
学
先
端
生
命
科
学
研
究
所
で
研
究
を
重
ね
た

関
山
和
秀
取
締
役
兼
代
表
執
行
役
と
菅
原
潤
一

取
締
役
兼
執
行
役
が
、
研
究
成
果
を
元
に
、
地

球
規
模
の
課
題
解
決
を
目
指
し
て
立
ち
上
げ
た

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
す
。 

　

同
社
が
自
ら
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
し
て
掲
げ

る
の
が
「
持
続
可
能
な
社
会
へ
の
貢
献
」
で

す
。
タ
イ
法
人
の
森
田
啓
介
取
締
役
と
浅
井
俊

雅
取
締
役
に
よ
り
ま
す
と
、
石
油
に
依
存
し
た

産
業
や
社
会
の
あ
り
方
は
大
量
の
廃
棄
物
を
排

　

出
す
る
な
ど
、
や
が
て
行
き
詰
ま
り
を
迎
え

ま
す
。
地
球
規
模
で
の
環
境
汚
染
が
進
む
中
、

い
つ
ま
で
も
こ
う
し
た
状
態
が
よ
い
は
ず
が
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
環
境
に
配
慮
し
た
こ
れ

か
ら
の
社
会
の
た
め
に
、
原
料
を
石
油
な
ど
の

枯
渇
資
源
に
依
存
せ
ず
、
植
物
資
源
を
元
に
微

生
物
発
酵
に
よ
っ
て
生
産
す
る
「
タ
ン
パ
ク

質
」
素
材
を
普
及
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
考
え
ま

し
た
。

　

ヒ
ン
ト
と
し
た
の
が
、
獲
物
を
捕
獲
す
る
た

め
に
蜘
蛛
（
ク
モ
）
が
吐
き
出
す
糸
で
し
た
。

タ
ン
パ
ク
質
か
ら
作
ら
れ
た
ク
モ
の
巣
の
糸
は

強
さ
と
伸
縮
性
を
両
立
し
、
生
分
解
性
に
も
優

れ
て
い
ま
す
。
タ
ン
パ
ク
質
は
20
種
類
の
ア
ミ

ノ
酸
が
任
意
の
組
み
合
わ
せ
で
連
な
っ
た
高
分

子
で
あ
り
、
こ
う
し
た
天
然
の
ク
モ
の
糸
の
タ

ン
パ
ク
質
な
ど
を
元
に
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ご
と
に
求
め
ら
れ
る
特
性
に
応
じ
て
タ
ン
パ
ク

質
の
ア
ミ
ノ
酸
の
並
び
を
自
在
に
デ
ザ
イ
ン
す

る
技
術
を
開
発
し
た
ス
パ
イ
バ
ー
。
環
境
負
荷

が
低
く
多
様
な
産
業
領
域
で
の
応
用
が
期
待
さ

れ
る
、
こ
の
独
自
開
発
す
る
構
造
タ
ン
パ
ク
質

を
同
社
は
「
ブ
リ
ュ
ー
ド
・
プ
ロ
テ
イ
ン
™

（
B
r
e
w
e
d 

P
r
o
t
e
i
n
™
）
」

と
名
付
け
、
こ
の
新
素
材
が
こ
れ
か
ら
の
持
続

可
能
な
社
会
作
り
の
切
り
札
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

す
で
に
本
社
敷
地
内
に
開
設
し
て
い
る
パ
イ

ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
で
は
、
微
生
物
発
酵
に
よ
っ

て
ブ
リ
ュ
ー
ド
・
プ
ロ
テ
イ
ン
™
が
生
産
開
発

さ
れ
て
い
ま
す
。
製
品
化
へ
の
動
き
も
広
が
っ

て
お
り
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン
ド
「
ザ
・
ノ
ー

ス
・
フ
ェ
ー
ス
」
を
日
本
で
展
開
す
る
ゴ
ー
ル

ド
ウ
イ
ン
（
東
京
）
と
の
共
同
開
発
に
よ
っ

て
、
昨
年
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
ア
ウ
ト
ド
ア
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
製
品
で
使

用
さ
れ
た
タ
ン
パ
ク
質
繊
維
は
、
高
い
品
質
が

求
め
ら
れ
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ウ
ェ
ア
に
採
用
さ
れ

た
こ
と
、
そ
し
て
着
心
地
の
良
さ
な
ど
の
点
で

高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。
実
用
化
・
量
産
化
に

向
け
、
今
後
も
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
ブ
リ
ュ
ー

ド
・
プ
ロ
テ
イ
ン
™
の
開
発
が
進
め
ら
れ
る
一

方
で
、
普
及
の
た
め
に
は
コ
ス
ト
面
で
の
課
題

も
ク
リ
ア
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
現
在
タ
イ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
の

が
、
実
用
・
量
産
化
、
そ
し
て
コ
ス
ト
減
を
加

速
さ
せ
る
た
め
の
量
産
プ
ラ
ン
ト
建
設
で
す
。

ラ
ヨ
ー
ン
県
に
あ
る
Ｗ
Ｈ
Ａ
イ
ー
ス
タ
ン
シ
ー

ボ
ー
ド
工
業
団
地
１
に
購
入
し
た
用
地
は
10

万
平
方
メ
ー
ト
ル
。
こ
の
約
３
分
の
１
を
使

っ
て
の
第
１
期
工
事
が
現
在
進
行
中
で
、
21

年
中
の
商
業
生
産
開
始
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
タ
ン
パ
ク
質
素
材
に
特
化
し
た
生
産
プ
ラ

ン
ト
は
世
界
で
も
珍
し
く
、
タ
イ
で
は
初
め
て

と
な
り
ま
す
。

　

当
面
は
タ
イ
で
生
産
し
た
タ
ン
パ
ク
質
全
量

を
日
本
に
輸
出
し
、
日
本
で
繊
維
化
す
る
考
え

で
、
主
に
ア
パ
レ
ル
用
途
や
、
共
同
開
発
先
の

企
業
と
の
製
品
化
検
討
に
使
用
さ
れ
る
計
画
で

す
。
綿
花
な
ど
他
の
繊
維
と
の
組
み
合
わ
せ

で
、
よ
り
商
品
価
値
の
高
い
高
機
能
な
衣
料
素

材
や
製
品
が
考
案
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。
ア
パ
レ
ル
業
界
を
含
む
多
く
の
関
連
産
業

か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

製
造
業
の
集
積
す
る
タ
イ
の
市
場
で
は
、
自

動
車
産
業
な
ど
に
活
用
さ
れ
る
と
の
期
待
も
膨

ら
ん
で
い
ま
す
。
日
本
で
は
繊
維
を
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
と
合
わ
せ
て
使
用
す
る
こ
と
（
繊
維
強
化

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
で
、
よ
り
軽
く
強
度
の
高
い

新
素
材
の
開
発
も
進
め
て
い
ま
す
。
同
社
で

も
、
ゆ
く
ゆ
く
は
タ
イ
の
量
産
プ
ラ
ン
ト
施
設

で
、
一
貫
生
産
型
の
繊
維
開
発
・
加
工
を
手
掛

け
た
い
と
し
て
い
ま
す
。
熱
帯
の
国
タ
イ
に

は
、
構
造
タ
ン
パ
ク
質
の
原
料
と
な
る
サ
ト
ウ

キ
ビ
な
ど
の
糖
源
も
豊
富
で
す
。
夢
は
膨
ら
む

ば
か
り
で
す
。

　

ブ
リ
ュ
ー
ド
・
プ
ロ
テ
イ
ン
™
が
こ
こ
ま
で

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
、
生
分
解

性
へ
の
期
待
が
あ
り
ま
す
。
石
油
由
来
の
原
料

と
は
異
な
り
、
植
物
資
源
を
元
に
微
生
物
の
働

き
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ブ
リ
ュ

ー
ド
・
プ
ロ
テ
イ
ン
™
は
高
い
生
分
解
性
を
持

つ
と
考
え
ら
れ
、
国
際
基
準
に
基
づ
い
た
同
社

内
実
験
で
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
結
果
が
出
て
い
る

と
の
こ
と
で
、
海
洋
汚
染
の
防
止
な
ど
に
も
役

立
つ
可
能
性
は
大
い
に
あ
り
ま
す
。
18
年
11
月

に
は
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
機
構
（
海
外
需
要
開
拓

支
援
機
構
）
か
ら
成
長
資
金
の
調
達
を
は
じ

め
、
こ
れ
ま
で
に
累
計
3
0
0
億
円
を
超
え
る

資
金
調
達
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
発
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
の
活
躍
が
、
世
界
の
環
境
保
全

の
場
で
脚
光
を
浴
び
る
姿
も
も
は
や
夢
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

工
場
の
あ
る
イ
ー
ス
タ
ン
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業

団
地
１
は
、
貿
易
港
レ
ム
チ
ャ
バ
ン
か
ら
至
近

に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
標
高
が
７0
メ
ー
ト

ル
と
洪
水
対
策
は
万
全
で
す
。
ス
ワ
ン
ナ
プ
ー

ム
空
港
に
も
近
く
、
出
張
者
に
も
好
都
合
で

す
。
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
レ
ス

ポ
ン
ス
も
早
く
、
親
身
な
対
応
に
安
心
も
広
が

り
ま
す
。
森
田
取
締
役
ら
は
口
を
揃
え
て
「
ベ

ス
ト
な
場
所
に
工
場
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　

バ
ン
コ
ク 

ー 

W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ

テ
ィ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
・
パ
ワ
ー
株
式
会
社

（
W
H
A
U
P
）
は
地
方
電
力
公
社

（
P
E
A
）
と
新
た
な
提
携
関
係
を
結
ぶ

こ
と
に
よ
り
工
業
団
地
で
の
公
共
イ
ン
フ

ラ
お
よ
び
電
力
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
お
け

る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化
し
ま
す
。
両

社
は
「
ス
マ
ー
ト
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
コ

ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
て
ス
マ
ー
ト
・
マ
イ

ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
、
ピ
ア
ツ
ー
ピ
ア
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
売
買
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
お
よ
び

そ
の
他
の
革
新
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
含
む
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
と
実
施
を
W
H
A
グ

ル
ー
プ
の
工
業
団
地
に
お
い
て
推
進
し
ま

す
。 

　

原
水
、工
業
用
水
、廃
水
処
理
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
が
統
合
さ
れ
た
工
業
団
地
向

け
公
共
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
の
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
で
、
電
力
と
ス
チ
ー
ム
の
生
成
と
供

給
、
お
よ
び
天
然
ガ
ス
の
供
給
事
業
を
運

営
す
る
W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・

ア
ン
ド
・
パ
ワ
ー
株
式
会
社

（
W
H
A
U
P
）
は
先
日
W
H
A
グ
ル
ー

プ
の
工
業
団
地
内
で
ス
マ
ー
ト
・
マ
イ
ク

ロ
グ
リ
ッ
ド
、
ピ
ア
ツ
ー
ピ
ア
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
売
買
、
ネ
ッ
ト
メ
ー
タ
リ
ン
グ
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
な
ど
の
「
ス
マ
ー
ト
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
の
取
り
組
み
の
研
究
と
実
施

を
共
同
で
行
う
た
め
の
覚
書
（
M
o
U
）

を
地
方
電
力
公
社
（
P
E
A
）
と
取
り
交

わ
し
ま
し
た
。
ま
た
、両
社
は
次
回
の「
エ

ネ
ル
ギ
ー
規
制
委
員
会
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク

ス
」（
E
R
C
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
）
プ
ロ

グ
ラ
ム
へ
の
参
加
も
目
指
し
ま
す
。

　

W
H
A
U
P
の
ニ
ポ
ン
・
ブ
ン
デ
チ
ャ

ナ
ン
副
C
E
O
は
今
年
の
同
社
の
戦
略
的

な
方
向
性
を
発
電
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
の

両
分
野
に
お
け
る
工
業
団
地
向
け
の
革
新

的
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
開

発
に
定
め
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
弊
社
の
取
り
組
み
は
「
分
散
型
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
」（
D
E
R
）
お
よ
び
「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
分
野
に
お
け
る
最

近
の
デ
ィ
ス
ラ
プ
テ
ィ
ブ
な
ト
レ
ン
ド
に

対
応
し
、
全
体
的
な
コ
ス
ト
を
抑
制
し
て

工
業
ユ
ー
ザ
ー
に
安
定
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
ガ
ス
火
力
コ

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
発
電
プ
ラ
ン
ト
、
大

規
模
な
屋
上
ソ
ー
ラ
ー
発
電
お
よ
び
新
た

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
投

資
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
拡
大
し
ま
す
。

　

W
H
A
U
P
は
天
然
ガ
ス
、
石
炭
、
水

力
な
ど
の
在
来
型
燃
料
と
太
陽
光
や
産
業

廃
棄
物
発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

　

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式

会
社
の
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル

コ
ー
ン
サ
ク
ン
会
長
兼
グ
ル
ー
プ

C
E
O
（
右
か
ら
3
人
目
）
は
先
日
、

地
方
電
力
公
社
（
P
E
A
）
の
ソ
ム

ポ
ン
・
プ
リ
ー
プ
レ
ム
総
裁
（
左
か

ら
3
人
目
）
お
よ
び
W
H
A
ユ
ー

テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
・
パ
ワ
ー

株
式
会
社
（
W
H
A
U
P
）
の
ニ
ポ

ン
・
ブ
ン
デ
チ
ャ
ナ
ン
副
最
高
経
営

責
任
者（
右
端
）と
共
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

規
制
委
員
会
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス

（
E
R
C
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
）
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
新
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
実
現
可
能
性
共

同
調
査
お
よ
び
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の

工
業
団
地
に
お
け
る
そ
の
他
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
革
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
共
同

実
施
に
関
す
る
覚
書
に

署
名
し
ま
し
た
。

　

こ
の
覚
書
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
革
新
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
と
、
そ
れ
を

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
工

業
団
地
で
実
施
す
る
た

め
の
ツ
ー
ル
を
開
発
す

る
共
同
研
究
を
推
進
す

る
も
の
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
取
引
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
経
由
の
検
針
と

料
金
請
求
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
貯
蔵
シ
ス
テ
ム
お

よ
び
新
電
力
管
理
シ
ス

テ
ム
（
ス
マ
ー
ト
グ

リ
ッ
ド
と
マ
イ
ク
ロ
グ

リ
ッ
ド
）
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ビ
ジ
ッ
ト
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

地
域
住
民
が
海
洋
生
態
系
の
保
護
に
つ
い
て
学
習

WHAUPと PEAが工業団地内で
スマート・エネルギーに関する共同プロジェクトを実施

W
H
A
U
P
と
P
E
A
が
E
R
C
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス

　
　
　
　  

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
覚
書
に
署
名

W
H
A
U
P
と
P
E
A
が
E
R
C
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス

　
　
　
　  

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
覚
書
に
署
名

W
H
A
U
P
と
P
E
A
が
E
R
C
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス

　
　
　
　  

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
覚
書
に
署
名

WHAグループが「2019年ピープルズ・チョイス」アワードと
「2019年 AMCHAM CSR エクセレンス」アワードを受賞

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
多
年
に
わ
た
り

社
会
へ
の
献
身
を
目
的
と
す
る
様
々
な

C
S
R
活
動
に
力
を
入
れ
て
き
た
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
グ
ル
ー
プ
は

人
々
を
刺
激
し
て
思
い
や
り
の
あ
る
人

道
的
な
方
法
で
お
互
い
に
助
け
合
う
気

持
ち
を
高
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
近
隣
の
地
域
社
会

と
環
境
を
大
切
に
す
る
方
針
を
積
極
的

に
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

　

W
H
A
の
C
S
R
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

は
地
域
住
民
が
W
H
A
の
工
業
団
地

を
訪
れ
て
工
業
団
地
の
運
営
を
見
学

し
た
り
、
生
活
を
守
り
、
自
然
を
尊

重
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
す
る
訪
問
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま

す
。
今
年
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
参
加

者
一
行
は
イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー

ド
工
業
団
地
（
ラ
ヨ
ー
ン
）
の
廃
水

処
理
施
設
と
、
今
は
亡
き
プ
ミ
ポ
ン

前
国
王
陛
下
が
主
導
さ
れ
た
生
物
学

的
廃
水
処
理
の
考
え
方
に
基
づ
い
て

開
発
さ
れ
た
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
シ
ス

テ
ム
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
W
H
A
は
チ
ョ
ン
ブ
リ
県

の
サ
タ
ヒ
ッ
プ
海
軍
基
地
に
あ
る

ト
ゥ
ー
イ
・
ガ
ム
・
ビ
ー
チ
で
2
日

間
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ビ
ジ
ッ
ト
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
、

住
民
、
お
よ
び
W
H
A
チ
ー
ム
は
タ
イ

の
熱
帯
生
態
系
を
守
り
、
保
存
す
る
タ

イ
王
国
海
軍
海
兵
隊
の
任
務
に
つ
い
て

概
要
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
海
軍
関
係

者
は
こ
の
場
所
で
実
施
さ
れ
て
い
る

様
々
な
環
境
保
護
活
動
に
つ
い
て
説
明

し
、
そ
の
中
で
地
球
温
暖
化
の
影
響
に

つ
い
て
も
取
り
上
げ
ま
し
た
。
海
軍
の

最
初
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
林
を
復
元
す
る
取
り
組
み
で
、
10
年

以
上
前
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ビ
ジ
ッ
ト
」

の
参
加
者
は
テ
ン
ジ
ク
ザ
メ
の
幼
魚
を

海
に
放
す
活
動
に
参
加
す
る
機
会
に
も

恵
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
自
然
の

バ
ラ
ン
ス
維
持
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。
ま
た
、
多
数
の
地
域
住
民
は
人
造

基
盤
を
用
い
た
サ
ン
ゴ
の
移
植
に
も
参

加
し
ま
し
た
。
サ
ン
ゴ
は
魚
や
そ
の
他

の
海
洋
生
物
の
住
処
と
な
る
た
め
、
海

中
に
生
き
た
サ
ン
ゴ
が
増
え
れ
ば
増
え

る
ほ
ど
、
魚
の
数
も
増
え
る
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
参
加
者
一
行
は
チ
ー
ム
作
り

の
た
め
の
活
動
や
、
山
の
中
の
散
策
道

を
の
ん
び
り
歩
い
て
環
境
意
識
を
高
め

る
ハ
イ
キ
ン
グ
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

の
シ
ヤ
パ
ス
・
チ
ャ
ン
タ
チ
ャ
イ
ロ
ー

世界でも珍しいタンパク質の発酵生産プラントで、
環境に優しい夢の新素材を量産へ

ギ
ー
の
双
方
を
含
む
多
種
多
様
な
発
電
プ

ラ
ン
ト
の
開
発
と
投
資
を
網
羅
す
る
電
力

事
業
で
の
広
範
な
経
験
に
基
づ
き
、
こ
の

革
新
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
投
資
し
て
実
現
を
目
指
す
態
勢
が
整
っ

て
い
ま
す
。弊
社
の
事
業
戦
略
に
よ
る
と
、

2
0
2
0
年
に
お
け
る
合
計
稼
働
発
電
容

量
は
5
9
1
M
W
（
持
分
）
に
達
す
る
見

込
み
で
す
。
弊
社
の
大
規
模
な
工
業
顧
客

ベ
ー
ス
と
P
E
A
と
の
強
力
な
提
携
関
係

か
ら
判
断
し
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

成
功
は
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

弊
社
が
提
供
す
る
高
度
な
技
術
と
革
新

的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

用
い
れ
ば
、
顧
客
企
業
の
電
力
コ
ス
ト
を

大
幅
に
削
減
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま

た
、
弊
社
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
地
域
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
、
お
よ
び
タ
イ
政
府

が
新
た
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
産
業
の
育
成
を
目

指
す
特
別
な
経
済
区
域
で
あ
る
東
部
経
済

回
廊
（
E
E
C
）
に
お
け
る
電
力
需
要
の

高
ま
り
に
対
応
す
る
安
定
性
に
も
貢
献
し

ま
す
。
非
常
に
広
い
範
囲
を
網
羅
す
る
こ

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
規
模

に
よ
り
タ
イ
で
の
競
争
力
は
長
期
的
に
高

ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会
社
（
W
H
A 

I
D
）
は
先
日
、
米
国
商
工
会
議
所
（
A
M
C
H
A
M
）
が
開
催
し
た
毎
年
恒

例
の
授
賞
式
で
「
2
0
1
9
年
ピ
ー
プ
ル
ズ
・
チ
ョ
イ
ス
」
ア
ワ
ー
ド
お
よ
び

「
2
0
1
9
年
A
M
C
H
A
M 

C
S
R
エ
ク
セ
レ
ン
ス
（
A
C
E
）
表
彰
」
ア

ワ
ー
ド
（
プ
ラ
チ
ナ
・
レ
ベ
ル
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　

W
H
A 

I
D
に
よ
る
こ
の
栄
誉
あ
る

「
A
M
C
H
A
M 

C
S
R
エ
ク
セ
レ
ン
ス
」
ア
ワ
ー

ド
の
受
賞
は
環
境
、
教
育
、
医
療
の
各
分
野
で
20

年
以
上
に
わ
た
り
地
域
社
会
の
人
々
の
生
活
を
改

善
す
る
C
S
R
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
先
導
し
て
き
た

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
W
H
A
グ
ル
ー

プ
は
今
年
で
10
年
連
続
し
て
こ
の
賞
を
受
賞
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
タ
イ
の
持                                                                  

続
可
能
な
開
発
を
支
援
す
る
長
期
的
な
取
り
組
み
に
対
し
て
「
プ
ラ
チ
ナ
」
表

彰
ス
テ
ー
タ
ス
を
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

A
M
C
H
A
M
は
今
年
初
め
て
会
員
の
一
般
投
票
に
よ
る
「
ピ
ー
プ
ル
ズ
・

チ
ョ
イ
ス
・
ア
ワ
ー
ド
」
を
設
け
ま
し
た
。
こ
の
栄
誉
あ
る
賞
の
受
賞
対
象
と

な
る
の
は
A
C
E
表
彰
ア
ワ
ー
ド
を
10
年
連
続
し

て
受
賞
し
た
（
プ
ラ
チ
ナ
レ
ベ
ル
の
）
企
業
に
限

ら
れ
ま
す
。
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
予
算
が
3
0
0

万
バ
ー
ツ
を
超
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
門
で
「
ピ
ー

プ
ル
ズ
・
チ
ョ
イ
ス
・
ア
ワ
ー
ド
」
を
受
賞
し
ま

し
た
。
受
賞
対
象
と
な
っ
た
の
は
「Clean W

ater 
for Planet

」
と
い
う
C
S
R
活
動
で
、
プ
ル
ア
ッ

ク
・
デ
ー
ン
地
区
に
お
け
る
持
続
可
能
な
廃
水
処

理
の
取
り
組
み
で
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
当
該
の
工
業
分
野
に
お
け
る

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
長
い
経
験
と
専
門
知
識
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
2
つ
の
ア
ワ
ー
ド
は
環
境
に
優
し
い
活
動
の
推
進
、
特
に
タ
イ
に
あ

る
W
H
A
の
10
か
所
の
工
業
団
地
に
お
け
る
衛
生
的
で
安
全
な
水
の
保
全
活
動

へ
の
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
長
年
に
わ
た
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
表
し
て
い
ま
す
。

ガ
ス
火
力
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

　
　
　
　
　
　
　
　
屋
上
ソ
ー
ラ
ー
発
電
へ
の
投
資
機
会
を
拡
大

AMCHAM のグレゴリー・バスティアン（Gregory Bastien）会頭（中央左側）がWHA コーポレーション株式会社のシヤパス・
チャンタチャイロート法人マーケティング部長（中央右側）に「2019 年プラチナ AMCHAM CSR エクセレンス」アワー
ドを授与しているところ。授賞式にはバンコクの米国大使館のマイケル・ヒース（Michael Heath）臨時代理大使（右か
ら 5 人目）、WHA のデビッド・ナードン工業・国際担当グループ・エグゼクティブ（左から 5 人目）および WHA グルー
プの社員も出席しました。

ト
法
人
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
長
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
当
社
で
は

毎
年
、
教
育
的
か
つ
有
益
で
、
長
期
的

に
多
く
の
人
々
に
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら

す
訪
問
先
を
選
択
し
て
い
ま
す
。
生
態

系
の
バ
ラ
ン
ス
は
沿
岸
の
地
域
社
会
が

存
続
す
る
上
で
非
常
に
重
要
で
す
。
住

民
は
安
定
し
た
食
料
の
供
給
源
お
よ
び

収
入
源
と
し
て
海
に
依
存
し
て
い
ま

す
。
人
々
の
幸
福
の
た
め
に
は
海
洋
生

物
の
保
護
に
関
す
る
意
識
を
高
め
る
必

要
が
あ
り
、
そ
れ
が
様
々
な
地
域
社
会

に
プ
ラ
ス
の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。」

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
持
続
可
能
な
活

動
と
意
識
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
主
導
し

て
地
域
社
会
の
ま
と
ま
り
を
生
み
出

し
、
積
極
性
と
相
互
の
関
わ
り
合
い
を

促
進
す
る
こ
と
で
、
自
ら
の
責
任
と
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
真
剣
に
担
っ
て
い
き

ま
す
。」
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
す

べ
て
の
人
に
と
っ
て
よ
り
良
く
、
よ
り

明
る
い
未
来
を
形
作
る
上
で
役
立
ち
ま

す
。

　

S
A
I
C
モ
ー
タ
ー
C
P
社
は
現
在
の
干
ば
つ
状

態
と
降
雨
の
な
い
期
間
が
長
引
い
て
い
る
こ
と
に
よ

り
タ
イ
の
い
く
つ
か
の
県
が
影
響
を
受
け
て
い
る
状

況
に
鑑
み
、
シ
ン
プ
ル
で
効
果
的
な
手
法
を
採
用
す

る
こ
と
で
水
の
消
費
量
を
最
大
20
％
削
減
し
ま
し
た
。 

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
今
年
初
め
に
工
業
団
地
入
居

企
業
の
皆
様
に
対
し
、
水
の
消
費
量
を
削
減
す
る
取

り
組
み
へ
の
参
加
を
要
請
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
は
「
W
H
A
入
居
企
業
間
節
水
計
画
」
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
、
タ
イ
工
業
団
地
公
社
（
I
E
A
T
）
と

タ
イ
工
業
連
盟
が
今
年
の
1
月
か
ら
6
月
に
か
け
て

水
の
消
費
量
を
10
％
以
上
削
減
す
る
た
め
に
策
定
し

た
節
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
要
請
に
応
え
て
、
自
動
車
業
界
に
お
け
る
タ
イ

と
中
国
の
初
め
て
の
合
弁
事
業
で
あ
る
S
A
I
C

モ
ー
タ
ー
C
P
社
は
迅
速
に
対
応
を
開
始
し
、
節
水

に
役
立
つ
方
法
を
研
究
し
て
実
行
す
る
た
め
の
専
門

チ
ー
ム
を
設
け
ま
し
た
。 

　

同
チ
ー
ム
は
状
況
を
慎
重
に
調
べ
た
後
で
W
H
A

イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団
地
2
（
W
H
A 

E
S
I
E 

2
）
に
あ
る
プ
ラ
ン
ト
で
5
つ
の
主
な
水

消
費
分
野
を
特
定
し
ま
し
た
。 

例
え
ば
、
同
チ
ー
ム
は
す
べ
て
の
機
器
を
毎
週
自
動

的
に
洗
浄
す
る
代
わ
り
に
、
必
要
に
応
じ
て
洗
浄
す

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、工
場
の
水
道
メ
ー

タ
ー
の
オ
ン
ラ
イ
ン
監
視
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、
よ

り
優
れ
た
節
水
手
順
の
た
め
に
個
別
の
分
野
に
お
け

る
水
消
費
状
況
に
関
す
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
と

概
要
を
提
供
し
ま
し
た
。 

　

そ
の
結
果
は
驚
く
べ
き
も
の
で
、
1
月
か
ら
2
月

の
水
消
費
量
は
最
大
20
％
削
減
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

成
功
に
触
発
さ
れ
た
同
チ
ー
ム
は
廃
水
を
再
利
用
し

て
工
場
の
緑
地
帯
を
灌
漑
可
能
に
す
る
逆
浸
透
シ
ス

テ
ム
を
4
月
ま
で
に
設
置
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
S
A
I
C
モ
ー
タ
ー
C
P
社
は

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン

ト
社
（
W
H
A
I
D
）
お
よ
び
W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ

テ
ィ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
・
パ
ワ
ー
社
（
W
H
A
U
P
）

と
連
携
し
て
W
H
A 

E
S
I
E 

2
に
あ
る
再
利
用

可
能
貯
水
池
の
水
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

W
H
A
の
工
業
団
地
に
お
け
る
主
要
な
水
消
費
者

で
あ
る
S
A
I
C
モ
ー
タ
ー
C
P
社
は
シ
ン
プ
ル
な

節
水
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
て
、
7
月
に
雨
季
が

始
ま
る
ま
で
低
下
し
続
け
る
水
の
供
給
に
対
処
で
き

る
よ
う
独
自
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

S
A
I
C
モ
ー
タ
ー
C
P
社

S
A
I
C
モ
ー
タ
ー
C
P
社

W
H
A
グ
ル
ー
プ

は
S
A
I
C
モ
ー

タ
ー
C
P
社
の
努

力
に
よ
り
他
の
工

業
顧
客
が
刺
激
さ

れ
、
全
関
係
者
の

メ
リ
ッ
ト
と
最
大

の
利
益
の
た
め
に

水
管
理
の
ベ
ス
ト

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
採
用
す
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま

す
。 

　

一
方
、
E
E
C
に
あ
る
も
う
1
つ
の
W
H
A
工
業

団
地
も
1
月
の
終
わ
り
に
重
大
な
成
果
を
挙
げ
ま
し

た
。W
H
A
イ
ー
ス
タ
ン
工
業
団
地（
マ
プ
タ
プ
ッ
ト
）

は
入
居
企
業
と
協
力
し
、
3
つ
の
R
、
す
な
わ
ち

Reduce

（
削
減
）、Reuse

（
再
使
用
）、Recycle

（
再

生
利
用
）
を
推
奨
す
る
W
H
A
計
画
に
従
っ
て

2
0
2
0
年
1
月
末
に
ラ
ヨ
ー
ン
県
で
初
め
て
水
消

費
量
を
実
質
的
に
10
％
削
減
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま

し
た
。 

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
ス
タ
ッ
フ
と
顧
客
は
自
ら
進

ん
で
タ
イ
の
貴
重
な
水
資
源
の
保
護
を
支
援
し
、
健

全
な
環
境
を
維
持
し
ま
す
。 

S
A
I
C
モ
ー
タ
ー
C
P
社
が
水
の
使
用
量
最
大
20
％
削
減
を
達
成

　

W
H
A
は
2
0
1
9

年
に
物
流
施
設
、
工
業

団
地
、
工
業
用
イ
ン
フ

ラ
と
電
力
の
開
発
会
社

お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
プ

ロ
バ
イ
ダ
ー
と
し
て
タ

イ
で
並
ぶ
者
の
な
い
地

位
を
確
立
し
ま
し
た
。

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
昨

年
、
新
規
顧
客
80
社
と

新
規
契
約
1
3
0
件
と

い
う
記
録
的
な
業
績
を

上
げ
、
顧
客
企
業
の
総

数
は
9
0
0
社
、
契
約

数
は
合
計
1,
4
5
0
件

に
達
し
ま
し
た
。 

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ

ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン
会
長

兼
グ
ル
ー
プ
最
高
経
営

責
任
者
（
C
E
O
）
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
ま
す
。「
昨
年
の
厳
し
い
経

済
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
弊
社
は

22
％
と
い
う
確
固
た
る
成
長
を
遂
げ
、

4
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
ハ
ブ
全
体
に
わ

た
っ
て
地
位
の
強
化
を
図
り
、
タ
イ

だ
け
で
な
く
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
も

開
発
を
拡
大
す
る
準
備
を
整
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。」

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
一
連
の
成
果

に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
た

2
0
1
9
年
の
強
力
な
成
長
を
受
け

て
、
4
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
ハ
ブ
全
体
で

新
た
な
発
展
と
成
長
を
予
測
し
て
い

ま
す
。

•
W
H
A
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
社
は
特

に
e
コ
マ
ー
ス
分
野
で
の
長
期
的
な

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化
す
る
と

共
に
、
次
世
代
自
動
車
、
食
品
加
工
、

航
空
宇
宙
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
な
ど
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
産
業
に
お
い
て
高
価
値

の
施
設
に
重
点
を
置
き
ま
す
。
革
新

的
な
ス
マ
ー
ト
・
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の

新
機
能
を
導
入
し
、
e
コ
マ
ー
ス
施

設
な
ど
の
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
2
0
2
0
年
の

新
規
賃
貸
事
業
に
よ
り
W
H
A
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
社
が
所
有
・
管
理
す
る

施
設
の
床
面
積
は
2
5
6
万
㎡
に
拡

大
し
ま
す
。

•
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
（
W
H
A 

I
D
）

は
2
0
2
0
年
末
ま
で
に
当
グ
ル
ー

プ
の
11
か
所
目
の
工
業
団
地

（
W
H
A 

R
Y 

36
）
の
建
設
を
開
始

し
ま
す
。
ま
た
、
2
0
2
3
年
ま
で

に
W
H
A 

E
S
I
E 

4
の
ほ
か
3
つ

の
工
業
団
地
の
拡
張
事
業
を
実
施
し

ま
す
。
W
H
A 

I
D
は
「
ス
マ
ー
ト
・

エ
コ
工
業
団
地
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
開

発
を
さ
ら
に
進
め
、
ス
マ
ー
ト
・
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
普
及
を
促
進
し
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
監
視
シ
ス
テ
ム
、
交
通

規
制
、
ド
ロ
ー
ン
か
ら
F
T
T
X
や

ク
ラ
ウ
ド
ま
で
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス

分
野
で
ス
マ
ー
ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
利
用
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
マ
ー

ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
水
道
や
電
気

の
検
針
な
ど
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
サ
ー

ビ
ス
、
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
や
電
力
監

視
シ
ス
テ
ム
に
も
応
用
さ
れ
ま
す
。
ベ

ト
ナ
ム
に
お
い
て
は
、
W
H
A 

I
D

は
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン

1 

ー  

ゲ
ア
ン
の
フ
ェ
ー
ズ
1
の
初
回

エ
リ
ア
1
4
5
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
1,
0
0
0
ラ
イ
）
の
開
発
完
了
と

い
う
重
大
な
成
果
を
上
げ
て
お
り
、

フ
ェ
ー
ズ
1
の
残
る
4
9
8
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
開
発
す
る
た
め
の
許
認
可
取
得
を

進
め
ま
す
。 

•
W
H
A
U
P
は
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

分
野
を
拡
大
し
、
タ
イ
と
ベ
ト
ナ
ム
に

あ
る
W
H
A
以
外
の
工
業
団
地
を
対
象

と
し
て
廃
水
再
利
用
と
海
水
淡
水
化
の

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

W
H
A
U
P
は
チ
ョ
ン
ブ
リ
・
ク
リ
ー

ン
・
エ
ナ
ジ
ー
社
（
C
C
E
）
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
産
業
廃
棄
物
発

電
プ
ラ
ン
ト
（
2
0
1
9
年
11
月
に
稼

働
開
始
）、
ガ
ル
フ
、
三
井
、
東
京
ガ

ス
各
社
と
の
天
然
ガ
ス
供
給
事
業
、
お

よ
び
地
方
電
力
公
社
（
P
E
A
）
と
共

同
で
実
施
す
る
革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

関
す
る
実
現
可
能
性
調
査
を
通
じ
て
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
と
従
来
型
の
電
力
を
開
発
す
る
こ
と

に
よ
り
電
力
事
業
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
を
拡
大
し
ま
す
。 

•
W
H
A
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
社
は
当
グ
ル
ー
プ
の
ビ
ジ
ネ

ス
ハ
ブ
全
体
に
わ
た
る
す
べ
て
の
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
し
、
当
グ
ル
ー
プ
が
タ
イ

で
運
営
し
て
い
る
工
業
団
地
10
か
所
に

2
0
2
0
年
末
ま
で
に
少
な
く
と
も
部

分
的
に
F
T
T
x（
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
）

を
敷
設
し
、
デ
ジ
タ
ル
接
続
性
の
向
上

を
目
指
し
ま
す
。
W
H
A
デ
ジ
タ
ル
・

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
社
は
W
H
A
グ

ル
ー
プ
の
大
規
模
な
顧
客
ベ
ー
ス
を
活

か
す
こ
と
に
よ
っ
て
今
後
も
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
事
業
で
の
け
ん
引
力
を
強
化
し

ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
多
数
の
事
業
用

地
を
保
有
し
て
お
り
、
タ
イ
国
内
で
戦

略
的
な
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
た
県
に
投

資
家
を
呼
び
込
ん
で
き
た
確
か
な
実
績

を
持
つ
た
め
、
当
グ
ル
ー
プ
の
各
企
業

は
空
港
間
を
結
ぶ
高
速
鉄
道
や
ウ
タ
パ

オ
空
港
の
開
発
な
ど
、
東
部
経
済
回
廊

の
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
に

よ
っ
て
プ
ラ
ス
の
影
響
を
受
け
ま
す
。

　
「
私
た
ち
は
変
化
し
続
け
る
世
界
に

適
合
す
る
た
め
の
強
靭
さ
と
能
力
を

し
っ
か
り
と
身
に
付
け
て
お
り
、
自
信

を
持
っ
て
前
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
お
客
さ
ま
、

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
お
よ
び
そ
の
他

の
関
係
者
と
力
を
合
わ
せ
て
社
会
を
良

く
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。」 
未
来
に
向
か
っ
て
前
進
　
　
　
　
　

   

2
0
2
0
年
に
お
け
る
全
面
的
な
変
革
と
成
長
に
つ
い
て 

                     

W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
楽
観
的
な
見
通
し
を
表
明

   

ー 

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー

ン
サ
ク
ン
会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
、

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
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